
※令和４年度以降入学生用

公民 公共 単位数 年次 １年次

１　担当者からのメッセージ（学習方法等）

２　学習の到達目標

３　評価の観点及びその趣旨

観
点

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内容に応じて、そ
れぞれの観点を適切に配分し、評価します。

学び直しの観点から小中学校で身につけておくべき事柄を復習しながら、人間と社会のありかたについて考え、現代
の諸課題をわかりやすく学習します。具体的には視聴覚教材の利用を効果的に取り入れるとともに、プリント教材にも
ルビをふり、表現も平易な表現とします。また、授業に興味が持てるよう導入を工夫します。その上で現代社会の問題
点を自らの問題としてその解決方法について考えます。

人間と社会の在り方についての見方・考え方を働かせ，現代の諸課題を追究したり解決したりする活動を通して，広
い視野に立ち，グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要
な公民としての資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（1）  現代の諸課題を捉え考察し，選択・判断するための手掛かりとなる概念や理論について理解するとともに，諸資
料から，倫理的主体などとして活動するために必要となる情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるよ
うにする。
（2）  現実社会の諸課題の解決に向けて，選択・判断の手掛かりとなる考え方や公共的な空間における基本的原理を
活用して，事実を基に多面的・多角的に考察し公正に判断する力や，合意形成や社会参画を視野に入れながら構想
したことを議論する力を養う。
（3）  よりよい社会の実現を視野に，現代の諸課題を主体的に解決しようとする態度を養うとともに，多面的・多角的な
考察や深い理解を通して涵養される，現代社会に生きる人間としての在り方生き方についての自覚や，公共的な空間
に生き国民主権を担う公民として，自国を愛し，その平和と繁栄を図ることや，各国が相互に主権を尊重し，各国民が
協力し合うことの大切さについての自覚などを深める。

観
点
の
趣
旨

人間と社会のありかたや現代の諸課
題に対する関心を高め、意欲的に問
題点を追求することで、人間としての
あり方、生き方についても自覚を深め
ようとする。

現代の諸問題を積極的に自分の問
題として考察し、その解決について考
えさせる。合意形成や社会参画を視
野に入れながら公正な立場で物事を
判断できる。

授業を通して人間と社会のありかた
や現代の諸課題を適切に理解し、
自らの問題として考察することが身
についている。視聴覚教材や新聞
記事などの活用においてその情報
を適切に選択し理解できている。

学校番号

a:知識・技能

２単位

b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度
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※令和４年度以降入学生用

４　学習の活動

知(a) 思(b) 主(c)

定期考査 定期考査

確認テスト

授業プリント 授業プリント

発言

定期考査 定期考査

確認テスト

授業プリント 授業プリント

発言

定期考査 定期考査

確認テスト

授業プリント 授業プリント

発言

定期考査 定期考査

確認テスト

授業プリント 授業プリント

発言

定期考査 定期考査

確認テスト

授業プリント 授業プリント

発言

定期考査 定期考査

確認テスト

授業プリント 授業プリント

発言

※　表中の観点について　a:知識・技能　b:思考・判断・表現　c:主体的に学習に取り組む態度

私
た
ち
の
生
活
と
経
済

・金融のはたらき
・金融機関の役割
・財政・租税の役割
・社会保障制度の意義
・景気循環

a:戦後の高度経済成長から現代の日本
の長期的な不況と、その過程における
日本の経済政策の変遷について基本
的な知識を身につける。
b:アベノミクスの具体的な事例を通じ
て、財政・金融政策の効果やその是非
について論理的に考える。C;マスコミで
報道している経済ニュースと日常生活
で感じる経済的な疑問をリンクさせ考え
る。

後
期

平
和
主
義
と
日
本

・日本の平和主義
・自衛隊のありかたと
　その役割
・日本の安全保障外交
・憲法改正の議論

a:日本国憲法前文と第９条の内容や自
衛隊の創設に至る戦後の歴史的経緯
について理解する。
b:国際協力（国際貢献）と自衛権の範囲
めぐる日本外交の課題について多面的
に考察する。
c:平和とは何かについて考え、戦力や
自衛権のありかたについて思索する。

私
た
ち
の
生
活
と
政
治

・日本の統治機構
・国会のしくみ
・内閣のしくみ
・裁判所のしくみ
・選挙のしくみと１８歳
　選挙権

a:三権の役割について理解する。
b:憲法改正についての議論を紹介し自
らの意見を形成しながら考察する。
c:１８歳選挙権について説明し、選挙の
意義と公民としての自らの役割につい
て自覚を深める。

前
期

単
元
名

学
期

評価方法

単元（題材）の評価基準学習内容

a:日本とのつながりを理解させ、グロー
バル化の時代になっていることを理解
させる。
b:環境問題・人口問題・資源エネルギー
問題の現状と問題点について日本の
役割を考える。
c:地図と地球儀を見比べ、世界地図を
注意深く観察する。

・平和的な国際社会を
　目指す
・グローバル化する社会
・国際社会と国際法
・環境問題と人間の活動
・資源エネルギー問題
・人口問題

生
活
と
国
際
社
会

私
た
ち
の
生
活
と
法

・日本国憲法の基本原理
・前文と基本理念
・平等に生きる権利
・自由に生きる権利
・人間らしく生きる権利
・新しい人権

a:個人の尊重、民主主義、法の支配、
自由・権利と責任・義務などの基本原
理を理解する。
b:日本国憲法の基本原理を前文から読
み解き、国民主権とはどういうものでど
うあるべきかを考察する。生存権に関
する資料を提示し重要な点を見つけ
る。ｃ：憲法の条文や判例が自分の生
活にどうつながっているのかを考える。

公
共
空
間
の
基
本
原
理

・個人の尊重と社会
・民主主義、立憲主義
・法はなぜ必要なのか
・個人と法
・日本国憲法の制定
・明治憲法との比較

a:憲法とは何かを理解させ、明治憲法
から日本国憲法の成立過程を理解す
る。
b:ポツダム宣言、GHQ草案、帝国議会
での改正点の資料を提示しそれらの違
いを読解する。
c:自らの体験を振り返りながら、幸福・
正義・公正などの概念について関心を
持つ。


